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種々のプレゼンティング,ノティファイイング等
の ｢あいさつ｣行動が頻繁にある｡2.優位なオ
スに依存した攻撃が行なわれるが.オスの連合に
もとづく攻撃は少ない｡3.特定のコドモとの問
に親和関係がありオス問交渉にこのコドモが関与
する｡
あいさつ行動は,-レムホルダーに対しその他
のオスたちから開始されることが多い.メスへの
接近やハレム間の移動が許容される老齢オス (非
繁殖オス)が参加することが少ないなどの特徴を
持ち,メスをめぐる潜在的競合関係を反映したも
のであると考えられる｡あいさつは単なるごきげ
んとりではなく,お互いの力関係のチェック,緊
張関係の緩和,他のオスやメスたちへのディスプ
レイなどの多様な意味を持つ行動といえる｡アヌ
ビスヒヒでは,より劣位なオスたちが適合して,
優位オスを出し抜きメスを獲得するなど.オス間
の競合関係は直接的な攻撃の形をとることが多かっ
た｡これに対し,マントヒヒがあいさつという多
義的な行動によってオス間関係を調整する背掛 こ
は,社会構造の坂雑さが働いているのだろう｡連
合もあいさつ行動も共にヒヒ類の社会的知能の高
さを表わす行動である｡音声･表情 ･姿勢など行
動学的にはほとんど同種とも考えられるヒヒ頬の
オスにおいて,これほどまでにオス問交渉が分化
した直接の原因はどこにあるのか｡今後はメスを
も含めた相互交渉バターンの比較を行ないながら
考察を深めたい｡
計画 :3-2
野生ニホンザルの採食場所選択と伴食個休
田中 番 (京都大･霊長研).
野生状態では.ニホンザルの採食場所決定は,
場所の大きさ.質,真などの生態的要因と,どの
ような個休と伴食するかという社会的要因により
行われると考えられる｡そこで,ニホンザルのオ
トナとコドモが,食物の分布様式の違いによって
どのように採食場所を決定しているのか,伴食個
体と採食場所の質に注目し,採食効率との関係を
調べた｡
調査は宮城県金華山島で行った｡まず,0歳,
1歳,オトナのメスについて,どのような個体の
いる場所で採食を行うか比較した｡3m以内で同
じ採食品目を採食している個体を伴食個休とし,
品目毎に解析した｡その結果,一様に分布する品
目よりパッチ状に分布する品目の方が,またオト
ナよりコドモの方が伴食個体数は,5gかったOまた
コドモは同年齢の個体のいる場所で採食すること
が多く見られた｡伴食個体の違いによる,単位時
間あたりの摂取量の変化を調べたところ!0歳と
1歳はパッチ状に分布する品目を採食する場合.
オトナ以外の個休と伴食するよりも,オトナ個体
と伴食した方が摂取速度が高かった｡しかし,一
様に分布する品目を採食する場合には,伴食相手
にかかわらず摂取速度は一定であった｡また,オ
トナは両品目とも,伴食相手に関係なく摂取速度
は一定であった｡これはオトナは常に一定の質の
場所を選択しているのに対し,0歳や1歳の個体
はパッチ状に分布する品目を採食する場合,オト
ナと伴食した時のみ,質の高い場所で採食できて
いるためと考えられている.しかしながら,高城
皮にオトナとの伴食を行うということはなかった｡
次に.オトナとコドモがどのような質の採愈場
所を選択しているか.メギの花にかんして解析し
たOその結果,オトナはメギの樹冠の表面畝.佗
の密度.花の畳の値の大きい木ほど摂取速度が高
かった｡また,オトナは花の密度の高い木を高畑
皮に選択していることが明らかになった｡一方,
0歳と1歳は質に関係なく木を選択していたが,
どの木で採食しても摂取速度は一定であり,より
質の高い木を選択する必要がなかったためと考え
られる｡
伴食個体と採食場所の質が.どのように絡み合っ
て個体の採食効率や採食場所選択に形響するかに
ついては,さらに解析する予定である｡
計画 :4-1
父子判定にもとづく,ニホンサルオスの光頼政
の年推移
井上美穂 (京都大･霊長研)
今年度の研究で次のような結果が得られた｡
1.ニホンザル放飼場グルーブの父子判定
若桜,嵐山の2グループにおいて.各年掛 こお
ける繁殖数を調べた｡若桜で1975年から1992年ま
でに生まれた82頭,嵐山で1982年から1992年に生
まれた49頭の父親を判定した｡オスで26才.メス
で27才まで放飼群に存在した例があるが,子桝を
残している最高齢は,オスで22才,メスで21才だっ
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た｡子供数.射糊数はともに10才くらいまで年齢
とともに上昇する机 それ以降は年齢とは相関し
ない｡軒柄茄少年齢はオスが5才.メスが4才で
あった｡オスの射榔 ま4才で紋察された｡18才以
綾のオスで子供数が少ない理由として.加齢によ
る授相中の減少,若いオスの台頭.メスによる選
択等の可蛇性が考えられる｡
順位との関係では.オスの平均順位は年齢とと
もに上昇していた.嵐山では1990-91年の問に1
位が2位に,若桜では1989-90年に5位が10位に
変化した｡順位変化に伴う子供数の変化はみられ
なかった｡
2.新しい検出技術,PCR法の開発と野生群へ
の応用
ニホンザルで.マイクロサテライトと呼ばれる
G(グアニン)T (チミン)をIJ1位とした繰り返
し配列の超可変領域周辺をクローニングして塩基
配列を決定し.多型碩域を増幅するPCRプライ
マーを合成した｡マカカ属各種や,オナガザル科
のマントヒヒ,ミドリザル,パタスモンキー等の
各種内でも個体差を検山できることがわかった｡
pcR法は少丑で部分分解したDNAでも分析が
可随であるため,捕獲,採血の困難な野生群にお
ける血縁解析に有効な方法である.チンパンジー
などでは.サトウキビのシガミカス等から口内細
胞のDNAを抽出することができるが.オナガザ
ル科の各種においてはフン表面に付着した腸壁の
紺抱を採取するのが最も有効と思われる｡その場
台はPCRを行う前に.ハイドロキシアパタイト
によってDNAを和製し.不純物を除くことが必
･2gであるO宮崎県寺島の野生ニホンザルから試料
を採取し,フンと血液の両方でPCR結果が同じ
ことを確認した｡
計画 :4-2
チンパンジーの体毛等による父子判定
高崎浩幸 (岡山理大･基礎理)
ホ研究は,前々年皮および前年度にひき続き.
野生のチンパンジーから採取した繊維質の植物性
企物のしがみかすを各個体のDNAのサンプルと
し.抽山したDN^ のうちの多型部位を和帽する
ことによって規子の判定を目指す研究である｡嗣
咋皮までに.DNAの抽山法と増幅部位について
は,ほぼ満足できる段階に逢した｡木咋皮は.
RCR法による和幅部位の精度の向上および増幅
の効率化をはかりつつ.実際の貴重な野生チンパ
ンジーからのサンプルへの適用にとりかかった｡
GT/ACの反1生配列のいくつかが親子判定の
目的には適した増幅部位であることが判明してい
るのだが.このような反改配列においては単純な
RCR法の適用では非特_Fl的な増幅産物もできて
しまう｡非特罪的な和昭の抑制と効率的な特定部
位の増幅には,1.アニーリングの温度をプライ
マー接合部位の融解温肱以上の高温から増幅サイ
クル毎に徐々に低下させてゆく｢タッチダウン｣
と2.後半の増幅サイクルのDN^ の熟変成の温
度を増幅部位のDNA増益配列の変成に不足しな
い程度まで低下させる｢低温変成｣の併用が,効
果的であることがわかった｡
西部タンザニアのマハレ山塊国立公園のMグルー
プのチンパンジーのうち,若いメスのグループ間
の移輔に関連して,顔が似ていることとよく一緒
にいることから従来母娘の推定がなされ,マ-レ
でも人為的な破域による楓乱数の縮小した他地域
のいくつかの嫌Ⅰ卦こみられるのと同じく.Mグルー
プのように大きなグルー7.では生耽山自群にとど
まるメスもいる例としてあげられてきた｡ところ
が,今ElのGT/C^ 皮紋配列による親子判定で
は,その母子関係が否定された｡すなわち,｢マ
ハレでは.母娘関係がはっきりしている個体では,
例外なく娘は性成熟に適すると山自群を去ってい
る｣という缶要な結論が得られた｡
母子関係の否定や母系の識別にはミトコンドリ
アDNAによる比較の方が,効率的でありそうだ
が,増幅は間中でも.現段階では簡便な手作りゲ
ルとRIを使わないSSCP-PCR法による桧山には,
成功していない｡ただ,ミトコンドリアDNAの
比較も.高価な既製品のゲルや銅放色キットや
RIの使用で解決できるものと考えられる｡
計画 :5-1
チンパンジー乳幼児における ｢愛着｣の研究
井上紙子 (関西学院大 ･心理)
乳幼児が特定な対象との問に形成する愛着が,
個体の発達においてgTf要なことはよく知られてい
る｡木研究では.チンパンジー乳幼児を対象に愛
矧 こ関する3つの実験をおこない,その性質につ
いて検討した｡
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